
 
 

 

 

 

 

 

 １月１５日、群馬県生協連主催による新春交歓会が上毛会館（前橋市岩神

町）で開催され、群馬県、ＪＡ群馬中央会などの友諠団体、日生協中央地連、

県内生協の役職員、県連役職員など５０名が参加しました。会場は新春にふ

さわしく熱気につつまれ、参加者は懇親を深めあいました。 

 峰岸県連会長が主催者代表の挨拶を述べたあと、来賓を代表して群馬県総

務部副部長中山博美様、ＪＡ群馬中央会専務理事渋谷襄様、日本生協連中央

地連事務局長本間章治様からご挨拶をいただきました。 

来賓及び友諠団体他からの参加者は次の方々です。 

【来賓】群馬県／中山博美（はくみ）様（総務部副部長）、堀越一男様（県民

センター所長）、堀口修様（環境政策課長）、吉田孝男様（蚕糸園芸課長）、

高橋真様（食品安全課長） 

【友諠団体】渋谷襄様（群馬県農協中央会専務理事）、加藤登様（中央労金群

馬県本部副本部長）、阿部和彦様（群馬県労福協事務局長）、長谷川彰様（群

馬県民主医療機関連合会事務局長） 

【日本生協連】本間章治様（中央地連事務局長） 

【県連会員以外の生協】富士重工群馬製作所生活協同組合、群馬県共済生活

協同組合、群馬県高齢者生活協同組合、上毛共済生活協同組合 
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２００８年１月１５日、ぐんま食の安全・安心県民ネットワークは、「群馬県食品安全基本計画

（2008‐2010）案」に対してパブリックコメントを提出しました。 

群馬県では、現基本計画が２００７年度（２００７年３月３１日）で終了するため、次期２０

０８年から２０１０年の３ヵ年にわたる「群馬県食品安全基本計画」の策定を進めています。こ

の基本計画案では、これまでの「安全性の確保（科学）」、「安心の提供（対話）」に加えて「県民

運動の推進（協働）」が新たなテーマと位置付けられました。ぐんま食の安全・安心県民ネットワ

ークとの協働やボランティアの育成、事業者の支援などが充実・強化されます。また、群馬県は、

基本計画案の施策を部局横断的な総合行政（食品安全会議）で進めます。 

ぐんま食の安全・安心県民ネットワークでは、１月８日（火）に第５回役員会を開催し、群馬

県食品安全課に出席いただき基本計画案の学習と意見交換を実施しました。役員会に先立ち、群

馬県食肉卸売市場と群馬県食肉衛生検査所を見学し、ＢＳＥ対策の学習も行いました。今回、提

出したパブリックコメントは、基本的な施策に係わる点について意見表明をしています。新しい

基本計画の進捗については、県民ネットワークでもリスクコミュニケーションを行っていく予定

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２００８年１月１５日 

群馬県庁食品安全会議事務局 

事務局長 小澤邦寿 様 

 

「群馬県食品安全基本計画2008‐2010」（案）に関する意見 
 

ぐんま食の安全・安心県民ネットワーク 
会長  峰岸 通   

 
１２月１４日付けの貴会議事務局の意見募集に基づき、食品安全行政の強化を求める立場から標記基
本計画（案）について下記の意見を提出いたします。 

１．現計画の評価と成果をふまえ、次期３ヵ年計画（2008‐2010）を策定し、継続的に食品安全行政の
充実・強化をはかることに対し、県民ネットワークとして積極的に賛成します。 

２．具体的な施策の数値目標を設定し、進行管理を行うことは県民にとっても施策の進捗がわかり、課
題も明らかになるため、継続して取り組んでいただくよう要望します。また、この基本計画の年度ご

との進捗状況を公表することも要望します。 

３．食品安全会議および食品安全会議事務局の位置づけを明確にし、総合行政で推進することが計画に
明記されています。この間の群馬県における食品安全行政の前進は、部局横断的な事務局の存在があ
ったためと考えます。この点で特に食品安全会議事務局の体制や予算等で相対的に後退することのな
いように配慮をお願いします。 

４．新計画の３つのテーマとして「科学」「対話」「協働」が掲げられました。新しく加えられた「協働」
は、これからの食の安全に関わる県民運動を進める上で重要な視点であり賛成します。特に食の安全・

安心県民ネットワークとの協働が計画に明記されていますが、生産者・事業者・消費者等の参加によ
る県民ネットワークでの協働と、県民ネットワークと県行政との協働・連携がさらに充実・強化でき
るよう、施策の展開のなかで配慮していただくよう要望します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
相次ぐ食品の偽装表示問題では、企業のコンプライアンス（法令遵守）意識が問われまし
たが、一方で、複雑な表示制度が消費者に理解されていないという状況が見られました。 
第２回地域語部の会では、消費者の不安（改ざんやコンプライアンス等）、食品流通業者の
取組み（適正表示やトレーサビリティーの取組み等）、行政の監視指導等の取組みについての
意見交換、食品表示と安全性の問題についての意見交換を行い、理解を深めるために開催し
ます。 

 

 

 

 

 

５．県民への食の安全に関わる情報提供をさらに強める施策を検討してください。語部の会などのシン
ポジウムや講演会に参加できる県民は限られた数です。たとえば、食の情報通信員による食品安全情
報の配布活動とあわせて、スーパーでの配布を検討していただくなど、一般の消費者への情報提供を

強化してください。 

６．２０ヶ月齢以下の牛を含めたＢＳＥ全頭検査の継続を要望します。２０ヶ月齢以下の検査について
は、現在のＢＳＥ対策や科学的知見に基づき検査の必要性はないということについては理解できます。
しかし、ほとんどの消費者はＢＳＥの安全性確保対策について知らされていない状況があり、いきな
り検査を中止することは大きな混乱を招きます。検査を中止する場合は、消費者の理解を促進するた
めのリスクコミュニケーションの強化と、消費者理解の割合をはかる客観的な調査等により、判断し
ていただくよう要望します。 

７．基本計画の期間中に中核市が誕生することにより、一部の食品安全行政が移行されることになりま
すが、移行する内容を具体的に説明してください。また、そのことにより食品安全行政が後退しない
よう、安全確保体制を確実に構築してください。 

８．ＨＡＣＣＰ（群馬版ＨＡＣＣＰを含む）の導入施設の拡大、ＧＡＰ導入産地の拡大など、自主衛生
管理の拡大については計画に基づき確実に普及をはかってください。また、導入施設の取り組みの紹
介など県民への情報提供を充実させ、県民の理解が広まるような施策も検討してください。 

以上 

 

○ 日時：２月１６日（土）１３：００～１５：３０ 

○ 会場：ビエント高崎 ６階 ６０２号室（高崎市問屋町２－７） 

○ 内容 

基調講演 「最近の食品表示問題について」 

          （株）食品科学広報センター 代表取締役 正木英子氏 

    パネルディスカッション「食品表示適正化の取組み」 

・コメンテーター 正木英子氏  （（株）食品科学広報センター代表取締役） 

    ・パネリスト（消費者）板橋明美氏（生活協同組合コープぐんま理事） 

          （事業者）八木 孝氏（（株）ベイシア生鮮部長） 

          （行 政）須野原修氏（群馬県食品安全課次長） 

    ・コーディネーター  小澤邦寿氏（群馬県食品安全会議事務局長） 

○ 定員・参加費  １００名（２月１２日締切：先着順） 無料 

○ 住所、氏名、電話番号をファックス、電話、電子メールでお知らせください。 

◇ 申込先・問合せ先 

ぐんま食の安全・安心県民ネットワーク事務局（群馬県生協連内） 

（℡027-234-2376、Fax027-234-8244、Eメール：gunmakenren@coopnet.or.jp） 




